
２０２３年度活動方針（案）

　※新型コロナウィルスの感染拡大の状況に応じ、会員・役員及びその家族の
　　 安全を最優先に対応してまいります。（総会、学習会、ランチの会、役員会など）

１．会員同士の交流活動
　（１）総会開催

　　　　　　４月　　　　　　　　 定期総会は新型コロナウイルス感染が未収束のため集合する事は中止し、

　　　　　　　　　　　　　　　　　今年も事務局より 議案書等を郵送し、返信用ハガキにて採決を行います

　（２）学習会等の開催予定

　　　　　　９月　　２日（土）　１４：００～１６：００（Zoom開催）　  

　　　　　　　　　　　　　　　　　講師；同志社大学社会学部教授　立木茂雄先生

　　　　　　　　　　　　　　　　  「誰ひとり取りのこさない防災に向けて」

　　　　　　※その他現時点では未定ですが、コロナの収束状況を見極めながら検討しご連絡いたします。

　（３）ランチの会及び夜の交流会の実施

　　　　　コロナが収束する迄はZoomで「ランチの会」及び「夜の交流会」を適宜開催いたします。

　　　　　日程等は都度メーリングリスト及びホームぺージの会員のページで連絡致します。

　（４）パソコン利用による情報交換

　　　　　ホームページの会員のページ、及びメーリングリストシステムを活用。

　　　　　多くの方のご参加をお待ちしております。

 

２．広報活動
　（１）会報「わかば便り」発行・・・・１～２回／年　

　（２）ホームページの充実（https://wakaba-senensei.com/)

　（３）マスコミ等取材への協力

３．行政活動、他会との交流等
　（コロナ禍が収束した場合）

　（１）厚生労働省、国土交通省、ＮＡＳＶＡ等への訪問、意見交換、会議参加他

　（２）各地方自治体（特に講演会の後援をいただいた部署）へのアプローチ

　（３）日本意識障害学会

　　　　 ・第３１回学会；８月２５日（金）２６日（土）・・・於）名古屋市、ウィンクあいち

　　　　 　　　　　　　　　（テーマ；この国の医療の民度を示す）

　（４）全国遷延性意識障害者・家族の会

 　　　　・　６月　４日（日）　　 定期総会・学習会（東京）　　

 　　　　・　６月　５日（月）　　 ＡＭ； 厚労省意見交換　　

　　　 　・１１月１８日（土）　　　ＰＭ； 設立１９周年記念講演会（京都市）

　（５）全国遷延性意識障害者・家族の会 及び各賛同団体との交流

　（６）交通事故後遺障害者家族の会との交流

　（７）交通事故被害者家族ネットワークとの交流

　（８）その他の障がい者関係団体等との交流



４．役員会活動　
　（１）役員会会議；「わかば」の運営全般、関連事項等の討議・決定

　　　（当面はZoom会議継続、日程は都度決定）

　（２）「役員会からのお知らせ」の発行（役員会終了後適宜）

　（３）各種関連情報の収集・発信（役員会からのお知らせ・メーリングリスト・ホームページ等活用）

　（４）ホームページの管理、更新

　（５）会報「わかば便り」の検討、編集、発送

　（６）荻田役員による電話医療相談

　（７）日本意識障害学会の医療相談ネットによる医療相談窓口

　（８）災害等緊急時の連絡（メーリングリスト・ホームページ等活用）

　（９）その他

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上


